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●特集１で紹介された事例を読みながら､ 病気
やケガをきっかけに成長する子どもの様子に驚
きました｡ しかも成長は､ その子自身だけでな
く､ 周りの子どもや保護者､ そして先生にまで
及ぶことがあるようです｡ 成長をめざしてかか
わるというよりも､ 的確で丁寧なかかわりの結
果､ 成長がもたらされるという感じでしょうか｡
●特集２では､ 校内研修会は､ やはり身近な事
例を取り上げる研修が一石二鳥になると感じま
した｡ 先生方の力量を高めるとともに解決への
道筋が導き出せるようです｡ 逆方向から見れば､
事例検討会が豊かな研修機会となります｡ 今号
では､ 何人かの先生がリソースという言葉をキ
ーワードにしています (連載【ブリーフセラピ
ーの ｢極意｣】ではそのものずばり)｡ 事例研修
会・検討会ではもとより､ 日常的に子どもを見
る目のベースにリソースを置くことの効果は非
常に大きいと思います｡ ���
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注意されただけで全面否定されたかのよ

うに落ち込んだりパニックになったりす

る子が､ そうならずに行動を是正できる

ようなかかわりを模索します｡
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ひいきの批判が起こったとき､ 子どもた

ちや保護者にどう説明するか､ ｢ひいき

だ｣ と言う子の心をどうとらえ､ どうか

かわるかなど､ 事例に沿って考えます｡
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